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問合せ／高齢福祉担当　　　　　 991-1884 
町地域包括支援センター 992-2468 

問合せ／国保年金担当 991-1868
住民ほけん課のお知らせ

急速な少子高齢化などにより､老後の生活に対する不安が増し
てきています。また､介護にゆきづまってお年寄りを手にかけた
という高齢者虐待に関する報道記事も多くなってきています。
考えていた以上に大変な「介護」による心身の疲労が虐待の

原因の一つになっていると言われています。高齢者虐待には､

①身体的暴力

②介護拒否･放任

③情緒的･心理的虐待

④金銭的･物質的虐待

⑤性的虐待

⑥その他(自虐､自己放任)
があります。
高齢者虐待防止法が施行され約1年が経過しました。この法律

では､家庭や施設などで虐待を受けたと思われる高齢者に気が付
いた場合は､市町村に通報することを義務づけています。
町は虐待の防止や高齢者の保護､養護者(高齢者を現に養護する

人)に対する支援を行います。
高齢者虐待や介護などに関する相談がある時や､高齢者虐待に

気づいた時は､町住民ほけん課か町地域包括支援センターにご相
談ください。

8月に決定される1年間の国民健康保険税は､皆さんの
平成18年中の所得を基礎に算出しています。
収入のない方､学生や被扶養者など､町県民税の申告義

務のない方も国民健康保険税の算定のため､申告が必要
となります。
該当する方には､平成19年度国民健康保険税等申告書を郵送しますので､必ず提出をお願い

します。

※世帯の合計所得が一定額以下の世帯は､申告することにより国民健康保険税が軽減され
ます。
※未申告の場合､高額療養費の自己負担限度額の負担区分が上位所得者の扱いになります。

国民健康保険税の
申告について


